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めに,EU諸 国のうち ドイツ ・オランダならびにス
ウェーデンにおける助産師教育制度やカリキュラムな
どの聞き取 り内容や,現 地にて収集 した助産師教育に
関する資料 ・文献を分析 ・考察 した。
皿.研 究 方 法
1.事 前調査
まず,本 調 査 の 目的 に照準 し助 産 師教 育機 関 の選
択注1)を行 い,次 に教育機 関へ の連 絡調整 を書 面 ・E-
mailにて行 い調査 協力 の了 解 を得 た。つい で,本 研
究 の 目的 ・質問 内容 を訪問機関の責任者 に事前 に送付
し協力要請 を行 った。予備知識の一環 としドイッにつ
い ては渡部 の 「ドイ ッにお ける助産婦教 育」U,オ ラ
ンダは永 山の 「オ ランダの助産 師教育」2),そしてス
ウェーデ ンにつ いては永 山の 「ス ウェーデ ン ・フィー







助産 師教育 に関す るデータ収集 は,関 係者か らの聞
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き取 りな らびにカ リキュラムな どの資料 ・文献資料 収
集,お よび現地視察調査 を中心 に行 った。助産師教育
の内容 な どは,質 問紙 に基づい て教育担当者か ら直接
に聞 き取 り,教 育担 当者か らの講義 によってデー タ収
集 し,現 地視 察調査 では,VTRに よる録画,デ ジ タ
ル カメ ラによる撮影 を用い て,臨 地実習の実際や施設
見学 か ら得 た情報 を収集 した。
3.結 果
調査結果 につ いては,各 国の助産師養成校数,年 間
助 産師養成数,助 産業務従事者数 ・人 ロ ・母子保健統
計 に関す る数値 は可能 なか ぎり日本 との比較で表 に示
した4,5)。
以 下,助 産 師教 育制 度,免 許 ・教 育 の 実際(カ リ
キ ュラム ・卒業 要件 ・到 達度 ・技術 経 験項 目と経験
数 ・国家試験)に つ いて ドイツ,オ ランダ,ス ウェー
デ ンの順 で述べ る。
1)ド イツ
ドイ ッでは助産 師教育機関 として ドイツ北西部ルー
ル 州Bo㎜ に あ るBonn大 学 附 属 助 産 師 学 校
(HebammenschuleUiversitatsklinikumBonn)と,同
州Dusseldo㎡の助 産院(GeburtshausDusseldorfe.V.)
とを訪 問 し,現 地視察 な らびに聞 き取 りを行 った。
(D助 産 師教育機 関
ドイ ツにおける助産師教育機関 ・養成数 ・業務従事
者 な らび に人 口 ・母子保健統計 な ど資料1に 示す通 り
であ った。
助 産師の養成機 関は全 国で57校。訪問先ルール州 に
は10校,年 間約450名の学生が教 育 をうけていた。助
産師教育 の歴史 は1963年に2力 年の教育期間であ った
が,1981年,高校卒業後3力 年のDirectEnhy教育 に
改正 され現在 に至 ってい る。 なお,看 護師資格 を取得
す る場 合 には さ らに別 の コースで学 ば なけれ ばな ら
ず,日 本 の ように看護基礎教育 をその必要要件 とは し
て いない。現 カ リキュ ラム は1981年度 か ら始 まった
EC各 国間の助 産婦 業務規準 ・教育規準 の均 質化 に照
準 した ものであ り,さ らに1985年に改定 された ドイ ツ




育 に大 き く配分 されていた。訪 問先 のBo【m助産師学
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(os)万人) 轡 合計特殊出生率(os) 輝欝
ドイツ 57校 約1,000人 約17,000人 82.73) 743,5002)*1,333 a3)
オランダ 4校 約160名(釦人/校〉 約1,422人4) 16,39) 202,603') L72') 169)
ス ウ ェ ー デ ン 4校 約240人 約1,100人5) 99) 91.966) i.sa') Zs)
日本 137校D 1,603人L>約25,257人z) isa.ls))1,170.662) L35y) lo(9)9)
t)文 部科 学 省 ホ ー ム ペ ー ジ(看 護 系 大 学 に 関す る 統 計 資 料),2)国 民 衛 生 の 動 向2005年 度*暫 定 値,3)世 界 人 口 白 書
2005,4)VademecumofhealthstatiscsoftheNetherland2001,5)StaticsyearbookofSwedish2001
資料2ド イッにおける助産師教育カリキュラムの凡例























































































助産学体系 第2版 助産学概論p231よ り抜粋
校 は,1,800一],900時間の理論,3,500時間の技術教
育 を課 していた。理論 ・実技 ・実習に関する具体的な
科 目名 と年次配分は凡例(資 料2)に 示す通 りであっ
た。学科 目の進度は理論 と実技が交互に進捗 し,3週
間の理論,そ の後6週 間の実習展開の学習形態をとっ
ていた。
学年進行の1年 目は妊産褥婦 について理論 を学習
し,その後産婦人科クリニ ックで看護について実習を







に進級 で きない シス テム となっていた。3年 目,
IndependentMidwife注1)に出向 き,分娩介助の実際
の見学,母 親教室の運営,家 庭訪問(産 後10日間)の
実施 さらにクリニックの分娩室での正常分娩介助 ・
新生児室 ・妊婦 ・褥室 ・手術室などにおけるケア,異
常分娩 ・ハイリスク妊産婦 ・新生児のケアを経験 して
いた。会陰切開術や麻酔に関 しては日本 と同様,医 行
為であることから原則 としては実施 していなかった。
しかし,諸原理理解の必要性か ら理論8時 間,実 技は
モデルを活用 しつつ学 び,麻酔 について理論 は学ぶ







































注2)原 則的に授業料は徴収 しない制度で,働 きなが
ら学ぶ ことで学生には月々500-700ユーロ(2006












現在,オ ランダにおける助 産師教育 はDirectEntry
による4年 制教育 である。1995年一99年まで3年 制で
あ ったが,2,000年以 降助 産師教育 は4年 制 にな り,
現在 に至 っている。養成機関 は全国4校(グ ローニゲ
ン,ア ムステル ダム,ロ ッテルダム,カ ー クラーデ),
各校 の定員40名,計160名。 ドイッ と同様 に独 自に発
展 して きた助産 師教育 は看護基 礎教育 を必要 とは して
いない。
② 教育 カ リキュラム
VerloskundeAcademineAmsterdamの責任者Hester
Byugman氏に よれ ば,現 在,2000年に実施 したカ リ
キ ュラムの評価時期 にあ り,そ の内容 は2004年版 と し
て2006年10月に公表 の予定で あるこ と。 カ リキ ュラム
内容 ・到 達 度 につ い て は2000-200iのLoursPlan8)
を参 考 にす る よ う勧 め られ た。 また,RiskAssess-
meatsに関する リス トと判 定基準 は2WO-2W1版の内
容 は永 山の報告9)に準拠 してい たこ とが確 認で きた。
また,ド イッと類 似す る教 育形態であ るDirectEntry
による助産 師教育 を行 ってい るここオランダ と根 本的
に異 なる点 は,① ロー リス ク ・ハ イ リス ク双方の診断
に重点 を置 き,状 況 に応 じて縫合 ・処方行為 を実施 し
てい ること,② 助産 師の指導体制で学生が開業助産師
とともに分娩介助実習 を行 う際,学 生 は分娩解除 を見
学 す るのではな く,実 施 に実施 してい るこ と,③ 産後
母子 ケアの大部分 はマ タニテー ・エ イ ドナースが実施
す るため,助 産 師の役割 は診断や アセス メン ト・ケア
プランに重点が置 かれてい るこ と,④ 一定の薬剤の処
方 が認 め られているな どで あった。
(3)教育指導体制
学年進行 で1年 次 は主 に学校内 において小教 室での
講義 や実習室 で技術実習 をモ デルで行 ってい る。主な
技術実習 は外診 ・内診 ・会陰切開 ・縫合 ・新生児の蘇
生法 である。 オ ランダの場合,自 然裂傷(1一 皿度)
へ の対応 は助産 師が行 う必要(実 習で は20例経験)が
あ るため,縫 合 の技術 テス トで は牛の心臓 を用い練習
(実習で は10例)し てい た。た だ し,裂 傷IV度は産科
医が行 うことになってい た。2年 次 は主 に病院の助産
師や医 師,IndependentMidwifeではそ この指導者 の
スー パー バ イ ズ を受 け な が ら実 施 し,学 習 方 法 も
PBL(ProblemBasedLearning,)方式 で,学 生 は課 題
の確認 や レポー ト提 出はネ ッ トを活用 し,学 生の多 く
は学校 に出席 しない状況で あった。 リス クに応 じ,一
部薬剤 の処方が可能 であるこ とは,日 本 ・ドイッ とは
異 な っていた。教員 は資格 を持つ助産師が教 えること
もあるが,医 師,開 業助 産師 な ど事 務 職 な どを含 め
50-60人体制 で教育 にあたってい た。
④ 卒業要件
1年次 な らびに2年 次 の終 わ りに筆記試験が実施 さ
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れ,3年 次 には口頭試験が実施 されていた。卒業時,
学生 は医学生 と同様 に医療 専 門職 の一員 と して,「ヒ
ポ クラテスの誓 い」 を宣言 し,卒 業要件 を満た した も
の に対 し独立 した開業権が付与 され る。




④会 陰切 開な らびに裂傷部の縫合=各5事 例以上
⑤ 出生直後 の新生児健康診査:40事例以上
⑥産褥期 の母子 ケア(家 庭訪問):180事例以上
⑦産後6週 後 の健康診査:40事例以上
3)ス ウェーデ ン
ス ウェーデ ンにお ける助産師養成校数,年 間助産師
養成数,助 産業務従事者数 ・人 口 ・母子保健統計 に関
す る事項 は資料1に 示す通 りであ る。
(1)助産 師教育機関
助 産 師 教 育 に 関 す る 聞 き取 りは,全 国 で4校
(Stckholm,Lund,Uprasa.Yotebori)のうち の1校
であるStockholmのKarolanskalnsituteを尋 ねDean
AnnetteKaplan教授 か らカ リキュラム に関す る概 要
を聴取,学 内の視察見学 を行 った。ス ウェーデ ンの助
産 師教育 は歴史が古 く,1662年か ら行われて きた。現
在,ス ウェーデ ンの助産師教育 は看護の基礎教 育修了
し,そ の後1年 半 のDiploma(UndergraduateEduca-
lion)で学 び免 許 を取得 で きる制度 となっていた10)。
また,近 年,大 学 院課程(修 士課程 ・博 士課程)に 進
学す る助産 師 も増加傾向 にあ り,専 門分化や研 究分野
も発展 しつつ ある。 その点で前述の ドイツ ・オ ランダ
は異 なる教育体制 を とってい る。ス ウェーデ ンにおい
て助 産師教育 の ゴール はその要求水 準11)によって国
で決 め られているが,カ リキュラムについては大学 に
任 せ られてい る部分 が大 きい。Kalorinska大学 の場
合,1学 年60-65名,入学が春季 ・秋期,し か も定員
の半分つつが入学す るシス テムが とられてい る。
(2)教育 カ リキュラム
教科 目は主 に女性 のReproductivehealthと家族 の
健康,性 の健康 と受胎調節,妊 娠 中の管理 ・ケ ア ・指
導,分 娩介助,産 褥 ・新生児のケ アを中心 に学ぶ。
教育 目標 は助産師 として自律 して働 くため に必要な
知識 ・技術 の習得 な らびに専 門職能団体 として よ り科
学 的な手段 でその業務 の質 を発展 させてゆ くこ とであ
る。教 育方法 は1999年か らPBLの 方法が導入 されて
い る。教育期 間の1年 半 を3つ の学期 に区分 し,学 習
が進行 する(資 料3)。 その中で も特徴 的で あった科
目は国際保健,こ の科 目を選択 した場合,3週 間の事
前 学 習 と2週 間の イ ン ドにお ける実習 であ る。その
他,Kaloranska大学 の特徴 は女 性 の権利 ・性 差 ・家
族計画 に関 して力 をいれてい る とい うこ とであ った。
(3)教育指導体制
Kaloranska大学 は助 産教 育 を含 め,19の教 育 プ ロ
グ ラ ム を持 つ 医科 大 学 で あ る。助 産 師 教 育 は27
Departmentsのなか のUndergraduateeducationに位
置づ け られていた。教員組織 は確かで はないが,大 学
で開講 される講義 の多 くは助産師であ る教員や医師な
ど,他 領域 の教員(約7割 の教員 は博士号の取得者で
あ る)が 携 わっていた。一方,23:週間の臨床実習の う
ち,8週 間はMHC(Motherhealthcenter)において
分娩介助実習 や家族計画指導で は直接担当助産師か ら
指導 を受 け,妊 婦健診や産褥期の母子の健康診査 など
はMVC(MamaVerksamhetsutvecklareCenter)を担
当する助産 師か ら直接指導 を受 けるシステム になって
いた。
④ 卒業要件
技術教 育 の卒業 要件 はEUの 基準注3)を満 たす よう
に卒業 までに最低100例の妊産褥婦 のケ アを実施 する
こと,ま た,分 娩介助 は50例を 目標 とし,加 えて筆記
試験 を課す 内容 となってい た。 また,学 士取得 には2
学期,Scientificmethodspaperにおいて10週間 を選択
しpaper(論文)を 提 出す る こ とが 条件 となっ てい
た。
注3)「 ボローニア ・プロセス」;2006年9月にイタリ
アボローニ アにお いてEU諸 国お よび周 辺 国家
のICN・ICMの 主要 メンバ ーが集 いこれか らの
看護 師 ・助産 師の職務 ・教育 ・業務範疇 ・免許な
どについて検討 ・協議が行 われ,そ の結果,統 一
見解 として公表 される予定(資 料4)。
4.考 察
今 回,EU諸 国の一部 である ドイッ,オ ラ ンダお よ































本 との比較 を試みた。助産師教育制度ではドイッ ・オ
ランダにおいて助産師教育のみを3-4力 年要する
DirectEneryの国 と看護 基 礎教 育 を前提 と した
Diplomaプログラム教育 を実施 しているスウェーデ









まな能力 をもつ助産師の存在が明確 となった といえよ
う。EU諸 国における助産師教育の実情から単純 に比
較 してその是非 を問 うもので もないが,こ のような世
界の状況 をみてくると,日本における助産師のあ りか
たが現状でよい とは到底考えることはできない。今
期,10月に開催 され検討 され るEU連 合の助産師教
育(基 礎教育 ・卒後教育)の 到達度ならびに業務の範
囲に関する検討資料12'13)は重要な基礎資料 として今
後 に役立てたいと考えている。
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